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と
し
て
発
展
し
た
が
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈

で
廃
寺
と
な
っ
た
い
ま
、
聖
林
寺
蔵
の
日

本
を
代
表
す
る
国
宝
十
一
面
観
立
ユ
エ
像
や

法
隆
寺
宝
物
館
蔵
地
蔵
善
薩
立
像
〔
響
じ

な
ど
は
大
御
輪
寺
か
ら
務
ド
一れ
た
。

多
産
業
の
発
展
と
と
も
に
、
酒
の
神
で

あ
り
、
土
地
の
神
で
も
あ
り
、
そ
し
て
廃

寺
さ
れ
た
寺
院
の
役
割
を
本
来
の
磐
座
信

仰
の
山
、
神
山
の
役
割
を
引
き
継
ギ
、
現

代
に
応
じ
た
人
々
の
心
を
支
え
て
い
る
、

三
輪
山
の
北
に
巻
向
川
が
流
れ
る
。
そ

の
北
に
連
な
る
山
を
弓
月
嶽
や
痛
足
の
山
、

引
き
手
の
山
ヽ
羽
易
の
山
と
万
葉
集
に
柿

本
人
麻
呂
ら
が
歌
を
詠
み
、
多
く
残
し
て

い
ス
ヽこ

の
北
に
連
な
る
山
も
古
代
人
が
崇
め

た
磐
座
信
仰
の
聖
地
で
あ
っ
た
。
大
和
初

期
政
権
は
、
先
住
民
の
地
主
神

「大
地
主

神
」
を
こ
の
聖
地
に
祀
っ
た
。

「日
本
書

紀
」
で
は
崇
神
天
皇
は
神
威
を
畏
み
皇
祖

天
照
大
神
の
皇
女
豊
鍬
入
姫
命
を
し
て
宮

中
か
ら
笠
縫
邑
へ
祀
り
、
大
地
主
大
神
の

皇
女
淳
名
城
入
姫
命
を
市
磯
邑
に
定
め
大

百
長
岡
岬
に
祀
っ
た
と
記
す
ぉ　
つ
ま
り
、

新
し
い
工
権
が
先
住
民
の
土
地
神
を
先
住

民
の
聖
山
に
祀
り
、
連
携
と
信
頼
を
深
め

る
神
威
を
高
め
る
と
と
も
に
大
き
な
支
え

に
し
た
。
笠
縫
邑
か
ら
倭
姫
命
が
諸
国
を

巡
つ
て
伊
衆

二
十
鈴
川
の
ほ
と
り
に
祀

ら
れ
た
と
な
っ
て
い
る
伊
勢
神
官
と
と
も

に
大
地
主
大
神
を
祀
る
神
社
は
国
家
の
庇

護
を
受
け
栄
え
た
。
三
二
七
戸
の
封
戸
を

受
け
て
い
る
ぉ
こ
れ
は
全
国
宇
佐
八
慢

伊
勢
に
つ
い
で
二
番
目
で
あ
る
。
以
後
二

十
二
社

機
内
八
五
座
重
血
翼
省́

し
て

国
家
の
重
要
な
神
社
で
あ
り
続
け
れ

も

ち
ろ
ん
延
喜
式
内
社
で
大
和
坐
大
国
魂
神

社
三
座
と
あ
る
。

「大
日
本
地
略
辞
書
」

は
停
名
城
入
姫
命
が
兵
主
社
を
起
こ
し
長

尾
市
に
い
た
り
大
和
社
を
祀
っ
た
と
。
ま

た
、

「全
国
式
内
祭
神
略
記
」
は
元
】量
缶

寺
北
山
上
に
あ
り
と
す
る
一
こ
れ
は
現
竜

王
山
の
景
勝
地
に
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
大
和
平
野
や
葛

城
、
河
内
等
を
一
眺
す
ス貿
昼
膀
地
に
大
国

魂
神
を
祀
り
、
国
を
見
渡
す
地
は
地
主
神

に
ふ
さ
わ
し
い
位
置
で
あ
っ
た
。

古
墳
を
築
く
時
期
後
期
、
竜
王
山
山
頂

近
く
に
大
型
の
横
穴
式
石
室
の
あ
る
古
墳

を
は
じ
め
西
斜
面
か
ら
谷
間
に
か
け
六
〇

〇
～
七
〇
〇
基
が
六
世
紀
後
半
～
七
世
紀

後
半

（人
世
紀
追
葬
ま
で
）
に
奈
一基
懸
最

大
の
後
期
群
集
墳
と
し
て
貴
重
な
古
墳
群

が
築
か
れ
た

中
世
、
十
市
氏
が
山
城
を
築
い
た
と
き

山
頂
か
ら
尾
根
に
か
け
熟

土
塁
、
畝
猥

空
堀
、
切
堀
、
矢
倉
台
の
施
設
を
つ
く
つ

て
い
た
の
で
古
代
の
磐
座
は
残
っ
て
い
な

い
。
竜
王
山
と
い
う
夕
は̈
山
頂
近
く
に
雨

の
神
竜
王
社
三
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
の
名
で
ぁ
れ

と
こ
ろ
で
、
話
を
磐
座
の
聖
地
に
祀
ら

れ
た
大
和
神
社
に
話
し
を
戻
す
。
中
井
争
¨

籐
唇

薇
ヽ
出

欄

童
人
臣
の
日
尋

に
永
久
六
年
二
月
九
日

（
一
一
一
人
ｔ

火
災
の
た
め
三
殿
ビ
神
体
焼
亡
と
書
か
れ

て
い
る
の
で
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
高
槻
山
に
遷
さ
れ
、
再
に
中
山

に
移
さ
れ
墓

，
の
頃

（
〓
ハ
人
四
～
八
人

年
）
現
在
地

新^
，日

水
）
に
祀
ら
れ
た
。

二
度
目
の
員
甲
四
祀
地
跡
に
は
大
き
な
石

が
置
か
れ
て
い
て
、
大
和
神
社
祭
礼
の
と

き
は
量
缶
寺
の
僧
が
神
候
を
供
え
て
か
ら

中
山
の
お
旅
所
へ
向
っ
て
い
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
の
で
山
麓
の
村
々
の
古
老
を
訪

ね
歩
い
て
聞
き
取
り
調
査
し
た
が
、
場
所

を
知
る
手
が
か
り
を
得
る
事
が
出
来
な
か

つ
た
。
ま
た
、
落
葉
が
終
わ
る
晩
秋
、
尾

根
を
歩
い
て
調
べ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い

る
磐
座
を
発
見
し
た
と
き
は
報
告
の
記
事

を
載
せ
車
π

平
安
末
期
工呈
奎
の
力
も
弱
ま
り
大
和
国

は
興
福
寺
の
荘
園
化
、
興
福
寺
が
守
護
の

時
代
を
迎
え
大
和
神
社
は
衰
退
し
た
。

戦
国
時
代
な
ら
興
福
寺
多
聞
院
策
俊
は

「多
開
院
日
記
」
の
大
文
十
一
年

（
一
五

四
二
年
）
の
記
事
に
大
和
神
社
の
こ
と
を
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ュ
０
票
２
回
⑫
ク
平

瑠
ｇ
刑
０
２

，
）
巌
士
理
￥

。γ
ｎ

，

ｇ
々
ユ
申
９
ヾ
η
γ
罰
７

「７
ｑ
γ
ツ
聖

碑
，

γ
ツ
型
」

，
ι
暑
２
節
臀
ヾ
夕
＝
０

軍
中

Ｈヽ
当
⑫
轟
昔
ヽ
ロ
エ
黎

■ヽ
■

，

¨
，

●
ｑ
型
「
■
撃
■
■
￥
ヾ
暑

一
〓
午

〓ヽ
華
単
Ｏ
Ｐ
■
職
業
双
７
■
■

一
■
一
一

ツ
ｎ
■

，
７
２
ψ
蟄
マ
馴

。２
γ
η
コ
釜

７
務
箪
０
イ
‘
‘
∠
「
裂
ビ
団
■
■
唯
詢

，
■
２

鶴
マ
ａ

，
７
９
型
Ｖ
筆
影
⑫
■
載

呼
￥
コ

「雌
Ｙ
」
襲
職
０
職
￥
ｙ
〓
能

。９
０

，
７
９
母

「
￥
瑠
ゞ

「ａ
影
´
キ
‘
´
キ
‘
」
日

一

ビ
団
“
昔
暑

一
，

国
暉
￥

，
０
２

ｏγ
０

ン
？
■

超ヽ
欝
‘
マ
■
濯
型
イ
￥
撃
マ
Ш

ヨ
ν
９
υ
Ｙ
Ｏ

，
■
０
■
丼
響

，
■
７
■

膨
⑫
取
常
婢
′
γ
ワ
準
「
￥
２
Ｘ
憾
Ψ
「

￥
？

（嬌
７
■

蟹

イ
幽
）
キ
一革
戦

７ヽ

マ
継
■
■
筆
蟹
当
⑫
告
一耳
Ｖ
熱
ビ
■

・レ

マ
９
）
ａ
ｆ
暮
準
⑫
２

・，
¨

，
●
星
Ｐ

「望
学
♀
■
■
♀
マ
〕
ツ
９

，
“
ヽ
日
」
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落
ち
る
桃
尾
の
滝
で
あ
る
．
落
差
二
十
二

米
●
竜
福
寺
は
東
西
十
Ｔ
南
北
六
丁
、
十

六
坊
の
子
院

（塔
頭
）
が
あ
っ
た
。
江
戸

時
代
の
朱
印
領
地
百
蒐

し
か
し
、
明
治

の
廃
寺
で
す
べ
て
取
り
払
わ
れ
た
。

大
和
名
所
図
會
は
　
桃
尾
山
龍
福
寺
、

布
留
山
の
北
に
あ
り
、
行
基
菩
薩
の
開
基

に
し
て
古
は
伽
藍
巌
重
た
り
“
杢
、
頼
廃

し
て
僅
か
に
存
せ
り
。
本
堂
に
十
〓
画
観

音
を
安
ず
、
傍
ら
に
阿
弥
陀
堂
、
十
二
所

権
現
、
春
日
祠
あ
り
“
是
、
鎮
守
の
神
な

り
。
そ
の
傍
ら
に
鐘
楼
あ
り
て
、
子
院
僧

坊
十
六
所
あ
り
と
く

と
記
さ
れ
て
い
′電

ま
た
布
留
瀧

（桃
尾
の
滝
）
に
つ
い
て
は

次
の
よ
う
に
記
す
。
桃
尾
山
に
あ
り
。
桃

尾
瀧
と
も
い
ふ
。
翠
替
技
々
と
し
て
飛
自

水
三
反
ば
か
り
。
自
虹
雲
を
穿
っ
て
潟
ぎ
、

寒
葬
月
を
誘
つ
て
走
ゑ

絶
景
窮
無
う
と

し
て
口
山
の
銀
河
三
千
尺
と
も
い
ひ
つ
ベ

し
。

「続
拾
遺
」

「い
ま
も
又
行
き
て
も

見
ば
や
石
上
ふ
る
の
瀧
つ
せ
跡
を
た
ず
ね

て
」
後
嵯
蛾
場

と
載
せ
て
い
ゑ

滝
は
、
修
行
、
不
動
信
仰
ヽ
納
涼
の
観
光

の
場
と
な
っ
た
。
室
町
時
代
の
初
め
伊
行

末
の
子
孫
ヽ
伊
行
継
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た

不
動
明
王
磨
崖
仏
や
如
意
輸
観
音
石
仏
が

あ
り
石
仏
愛
好
者
を
楽
し
ま
せ
、
滝
の
雰

面四
寒
ぞ
も
り
あ
げ
て
い
る
、

現
在
は
、
納
涼
の
滝
と
し
て
観
光
地
と

し
て
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
大
国
見
山
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
親
し
ま
れ
引
き

継
が
れ
て
い
′銘


